




































序 章 子どもへの体罰・暴力禁止と安全な養育への権利に関する研究の方向性 ・・10 
第１節 本研究の目的と意義                                   ・・・・・10 
１．研究の目的                                                  ・・・・・10 
２．研究の意義                                                 ・・・・・10 
１）本研究の今日的意義                                         ・・・・・10 
 （１）子どもに向けられた暴力の問題                               ・・・・・10 
 （２）子どもへの暴力全面禁止への国際的取組み                     ・・・・・11 
 （３）家庭、代替的家庭における暴力禁止への焦点化                 ・・・・・12 
                          
第２節 研究の方法                             ・・・・・13 
１．子どもに向けられた体罰・暴力に関する定義             ・・・・・13 
１）児童虐待とは                                    ・・・・・13 
２）体罰およびそれに類するもの                            ・・・・・13 
３）マルトリートメントとは                     ・・・・・14 
４）子どもの権利条約による子どもへの暴力の定義                   ・・・・・14 
２．子どもに向けられた体罰・暴力の現状に関する実証的研究       ・・・・・15 
１）実証的研究から出発する必要性                      ・・・・・15 
２）本研究で実施した実証的調査研究とその意義                     ・・・・・16 
（１）若者を対象とした家庭における体罰等に関する実態・意識調査 ・・・・・16 
（２）里子への暴力に関する実態・意識調査            ・・・・・16 
（３）里親の「子どもの権利」に関する意識についての質問紙調査    ・・・・・17 
（４）里親による子どもの権利侵害に関する実態・意識についてのインタビュー 
調査                           ・・・・・17 
（５）里親家庭で生活する子ども向けの子どもの権利ノートの検討    ・・・・・17 
（６）本研究における各調査の意義                                ・・・・・17 
 










——子どもの視点から                     ・・・・・21 
 
第１章 一般家庭における子どもに向けられた体罰・暴力の現状把握のための実証的 
考察                                    ・・・・・21 
はじめに——２つの体罰意識実態調査                    ・・・・・21 
第１節 調査のねらいと手法                                ・・・・・22 
１．調査のねらい                            ・・・・・22 
２．主な質問項目                                   ・・・・・22 
３．調査の手法                                    ・・・・・23 
 
第２節 調査結果の特徴                                 ・・・・・23 
１. 若者を対象とした家庭における体罰等の意識を軸とした調査結果にみられる特徴 
・・・・・23 
１）回答者の属性                                  ・・・・・23 
２）子ども期の暮らしぶり、安全感、愛情感について                ・・・・・25 
３）子ども期に養育者から体罰等をうけた頻度                      ・・・・・26 
４）子育てにおける体罰等についての若者の意識                    ・・・・・26 
５）子ども期に体罰等をうけた経験と性別について                 ・・・・・27 
６）子ども期に体罰等をうけた経験と体罰等の容認意識              ・・・・・27 




１）回答者の属性                                    ・・・・・31 
２）子ども期に養育者からうけた体罰等の実態                      ・・・・・32 
３）子ども期に体罰等をうけたという意識と実際にうけた体罰等とのズレ ・・・・33 
４）子ども期に養育者から体罰等をうけた際の感情                  ・・・・・35 
５）しつけのためであっても子どもが許されないと思う体罰等の形態  ・・・・・36 




に相談するのか                          ・・・・・40 
１）回答者の属性                                   ・・・・・40 
２）子どもは家庭における体罰等について相談しているか            ・・・・・40 
 3 
３）子どもは、家庭における体罰等について誰に相談しているのか     ・・・・・41 
４）相談することによる安全感、相談しないことによる安全感―相談のリスクの問題 
・・・・・41 
                                                                 
第３節 考察 ―調査から見えてきたもの                              ・・・・・43 
１. 子ども期における家庭での養育者からの暴力の実態                ・・・・・43 
１）若者が子ども期にうけた養育者からの暴力の形態                 ・・・・・43 
２）子ども期に養育者からうけた体罰等に対する子どもの感情      ・・・・・44 
２. 養育者からの体罰等に関する子どもの意識                       ・・・・・44 
１）養育する側（おとな）と養育される側（子ども）の体罰等の暴力行為に関する意
識の特徴                             ・・・・・44 
２）子育てにおいて若者に容認されやすい子どもへの暴力行為     ・・・・・46 
３．子どもが養育者からの体罰等について誰にも相談しない現状       ・・・・・47 
１）子どもが誰にも相談しない理由とその背景            ・・・・・47 
２）子どもの安心して相談する権利を保障する支援システムを求めて   ・・・・・49 
                         
第２章 里親家庭における子どもに向けられた暴力の現状把握のための実証的考察 
                                   ・・・・・52 
第 1 節 里親家庭で生活する子どもへの体罰等に関するインタビュー調査 ・・・・・52 
１．調査のねらい                           ・・・・・52 
２．調査の手法                           ・・・・・52 
３．調査結果の特徴                          ・・・・・54 
１）里親家庭の養育の特性                                  ・・・・・54 
２）里親からの体罰等の形態と体罰等をうけた際の里子の感情と行動  ・・・・・54 
３）里子の「子育てにおける体罰行使」の容認意識                  ・・・・・57 
４）里子の悩みの相談・支援の仕組みが機能しづらい          ・・・・・58 
５）里子が家庭で安全に成長するために必要と考えること            ・・・・・58 
４．考察                                           ・・・・・59 
１）里子は、いかなる目的の体罰であれ体罰によって傷つき否定的感情を持つこと 
・・・・・59 
２）里子の悩みが相談・救済支援の仕組みにつながりにくいこと    ・・・・・62 








１．里親の子どもの権利条約の認知状況を調査する理由          ・・・・・64 
２．調査 A：2015(平成 27)年に実施した里親の子どもの権利に関する意識調査・・・65 
１）調査のねらいと手法                                   ・・・・・65 
２）調査結果と考察                            ・・・・・66 
（１）子どもの権利条約の認知状況                           ・・・・・66 
（２）子どもの権利条約の学習経験                   ・・・・・67 
（３）里親の養育における子どもの権利の意識                     ・・・・・67 
（４）里親が大切だと思う子どもの権利                     ・・・・・68 
（５）子どもの権利条約の内容の認知と養育における子どもの権利の意識  ・・・69 
（６）子どもの権利条約の広報について                        ・・・・・70 
 
３．調査 B：2017(平成 29)年から 2018（平成 30）年に実施した里親の子どもの権利に
関する意識調査                                                  ・・・・・71 
１）調査のねらいと手法                                   ・・・・・71 
２）調査結果と考察                        ・・・・・72 
 
第３節 里親の子どもの権利侵害に関する実態・意識についてのインタビュー調査・・74 
１．調査のねらい                          ・・・・・74 
２．調査の手法                           ・・・・・75 
３．調査結果と考察                           ・・・・・78 
１）子どもの権利に関する意識と行動の特徴                 ・・・・・78 
２）子どもの権利に関する意識と子どもの権利を擁護する行動の特徴   ・・・・・78 
３）意識されているが擁護されにくい子どもの権利についての考察   ・・・・・79 
（１）虐待・放任からの保護に関する里親の意識と行動              ・・・・・79 
    ①虐待・放任からの保護は子どもの権利であるという認識の浸透      ・・・・・79 
    ②しつけのための暴力が必要という意識で行われる虐待行動        ・・・・・80 
    ③暴力の認識不足から行われる虐待行動                            ・・・・・82 
    ④不適切だと理解しながら養育に暴力が用いられる意識と行動       ・・・・・83 
    ⑤子どもの権利擁護の意識はないが、非暴力の養育が行われるケース  ・・・・・84 
    ⑥理解しているが擁護できないことを悩み、里親の支援を求めるケース  ・・・・85 
（２）プライバシーの保護                      ・・・・・87 
①プライバシーの保護が子どもの権利であるという認識の浸透       ・・・・・87 
②まったく正当化されえない、プライバシーの権利侵害とは区別すべき子どもの権利
擁護の結果                            ・・・・・88 
 5 
③プライバシーの保護は年齢とともに必要になってくるという意識    ・・・・・89 
④ 里子であることを周囲に公表する行動とプライバシーの保護の利害相反関係 
・・・・・90 
⑤プライバシーの保護の権利が意識されているのに擁護されにくい構図  ・・・・92 
 
第４節 考察——里親の子どもへの体罰等に関する実態・意識から見えてくるもの ・・・93 
１．子どもの権利条約の認知状況について                       ・・・・・93 
１）里親の子どもの権利条約の認知状況                        ・・・・・93 
２）里親が大切だと考える子どもの意見表明権                       ・・・・・94 
２．意識されるが擁護されにくい子どもの権利である虐待・放任からの保護とプライバ
シーの保護                                                      ・・・・・95 
１）虐待・放任からの保護の権利                           ・・・・・95 
２）相反する権利を擁護・侵害することについて                     ・・・・・97 
 
 
第Ⅱ部 子どもの安全な養育への権利の保障と代替的家庭養育の展望      ・・・・・99 
 
第３章 子どもの安全な養育への権利の保障と体罰禁止法制の形成       ・・・・・99 
第 1 節 安全な養育への権利の必要性                                  ・・・・・99 
１．なぜ安全な養育への権利なのか                            ・・・・・99 
２．日本における子どもへの体罰・虐待の現状                         ・・・・・101 
３．体罰・虐待に関する国内法の現状と課題                       ・・・・・102 
１）学校教育法での体罰禁止規定とその課題                 ・・・・・102 




１．子どもへの暴力禁止と安全な養育への権利の保障への国際的潮流    ・・・・・104 
２．国際的な子どもの人権擁護組織による安全な養育への権利のための取組み・・・108 
３．体罰全面禁止国の法論理からみる安全な養育への権利の理念形成    ・・・・・108 
４．スウェーデンの体罰禁止法にみる安全な養育への権利の理念形成    ・・・・・114 
１）世界初の体罰全面禁止国                                       ・・・・・114 
２）体罰全面禁止への歩み                                         ・・・・・115 
３）親子法改正後の子どもへの暴力防止の普及啓発活動               ・・・・・115 
４）体罰全面禁止の社会的効果                                     ・・・・・116 
 
 6 
５．子どもの権利条約法制からの安全な養育への権利の理念形成         ・・・・・116 
１）子どもの権利条約 3条、18条、19条の複合的解釈                ・・・・・116 
２）国連子どもの権利委員会一般的意見からの解釈                   ・・・・・117 
 
第３節 子ども虐待・児童福祉政策の転換 ―親の体罰禁止法制化をふまえて ・・・・118 
１．家庭における体罰・虐待禁止に関する国内法の展開——親の体罰禁止法制化 ・・・118 
１）家庭における体罰・虐待禁止に関する国内法の展開             ・・・・・118 
２）子ども虐待死事件により加速した親の体罰禁止の法制化           ・・・・・119 
３）子ども虐待、子どもへの暴力防止をめぐる法改正の課題           ・・・・・121 
 （１）心理的暴力の規制法の形成にむけて                          ・・・・・121 
（２）児童相談所業務などに関する法改正の課題                    ・・・・・123 
２．体罰・虐待の禁止と親の懲戒権の課題                         ・・・・・123 
３．児童福祉政策の転換と体罰規制の問題                        ・・・・・125 
 
第４節 安全な養育への権利と養育法、子育て実践の展開                ・・・・・125 
１．子どもの安全な養育への権利の源流——その歴史的、社会的背景       ・・・・・126 
１）小児科医らの先駆的な活動                                     ・・・・・126 
２）子ども支援 NPOや市民活動家の取組み                           ・・・・・126 
３）賀川豊彦の子どもの権利                                       ・・・・・127 
２．ポジティブ・ディシプリンの取組み                         ・・・・・127 
３．ペアレント・プログラム、ペアレント・トレーニングなどの開発     ・・・・・128 
 
第５節  子どもの安全な養育への権利を保障するための公的な子どもの権利擁護機関 
・・・・・129 
 
第４章 代替的家庭養育における安全な養育への権利の保障          ・・・・・133 
第１節 社会的養護と代替的家庭養育の制度の展開                    ・・・・・133 
１．社会的養護と代替的家庭養育の現状                        ・・・・・133 
１）社会的養護の定義と基本理念                 ・・・・・133 
２）家庭養護、施設養護の現状                  ・・・・・133 
３）施設養護から家庭養護へ                   ・・・・・135 
４）家庭養護の対象児童数の現状                  ・・・・・135 
５）社会的養護に育つ子どもの虐待経験と障害の状況                ・・・・・136 
２．子どもの権利としての代替的家庭養育                         ・・・・・138 
３．日本の里親制度の将来像と課題                            ・・・・・138 
  
 7 
第２節 代替的家庭養育と子どもへの暴力                  ・・・・・139 
１．日本における社会的養護下の暴力・権利侵害                     ・・・・・139 
２．海外における社会的養護下の暴力・権利侵害                    ・・・・・141 
 
第３節 里親家庭の現状と体罰問題——施設養護からの転換期に際して   ・・・・・141 
１. 里親制度における子どもへの虐待の影響                   ・・・・・141 
２. 虐待経験をもつ子どもの治療と家庭養護                       ・・・・・142 
 
第４節 代替的家庭環境に育つ子どもの安全な養育への権利の保障    ・・・・・143 
１．代替的家庭環境における安全な養育への国際的要請            ・・・・・143 
２．代替的養育家庭における安全な養育にむけた養育法の開拓      ・・・・・143 
１）代替的家庭環境における安全な養育法の萌芽                 ・・・・・143 
２）代替的家庭環境の養育者を対象とした安全な養育の実践        ・・・・・144 
（１）子どもの権利を基盤とした養育法の開拓                   ・・・・・144 
（２）里親研修における安全な養育の保障                      ・・・・・145 
（３）里親支援専門相談員制度                         ・・・・・146 
３．代替的養育環境における安全な養育への権利保障と子ども支援   ・・・・・146 
１）子どもへの暴力問題を解決する子どもの主体的な力を育む取組み ・・・・・147 
（１）ＣＡＰの活動                              ・・・・・147 
（２）社会的養護のもとで育つ子どもによる当事者支援活動       ・・・・・147 
２）代替的養育環境のもとで育つ子どもの意見表明を保障するためのシステムの構築 
・・・・・148 
（１）子どもの安全な養育への権利を実現するための意見表明権      ・・・・・148 
（２）代替的養育環境における意見表明権を保障するための仕組み    ・・・・・149 
 
第５章 里親家庭における安全な養育への権利の保障——里親家庭で生活する子ども向け
の子どもの権利ノートと安全な養育への権利                    ・・・・・151 
第１節 子どもの権利ノートの概要と課題                          ・・・・・151 
１．子どもの権利ノートとは                       ・・・・・151 
２．子どもの権利ノートに関する課題                     ・・・・・152 
１）子どもの権利ノートの配布対象に関する課題                    ・・・・・152 
  ２）里親家庭において子どもの権利ノートが活用されにくい現状    ・・・・・153 
  ３）里親家庭に生活する子ども向けの子どもの権利ノートを作成する必要性・・・153 
 
第２節 里親家庭で生活する子ども向けの子どもの権利ノートの作成状況と内容に関す
る調査                                                      ・・・・・154 
 8 
１．里親家庭で生活する子ども向けの子どもの権利ノートの作成状況   ・・・・・154 
２．年齢や発達段階に応じた里親家庭で生活する子ども向けの子どもの権利ノートの 
作成                               ・・・・・155 
３．里親家庭で生活する子ども向けの子どもの権利ノートの記述内容   ・・・・・157 
１）里親制度についての説明                                       ・・・・・159 
２）里親家庭での生活やルールについての説明                     ・・・・・160 
３）子どもの権利ノートの目的についての説明                       ・・・・・161 
４）安全・安心な生活の保障と虐待等をうけた際の相談先や相談方法の紹介 ・・・162 
５）子どもの権利や人権についての説明                             ・・・・・164 
４．子どもの権利ノートで子どもに知らせようとしている内容から見る安全な養育への
権利の理念                                                     ・・・・・166 
５．朝日新聞厚生文化事業団作成の里親家庭で生活する子ども向けの子どもの権利ノー
トについて                                                     ・・・・・168 
１）朝日新聞厚生文化事業団による里親家庭で生活する子ども向けの子どもの権利ノ








ートと里親向けガイドブックの内容について                     ・・・・・171 
（１）『知ってほしい、あなたのこと 子どもの権利ノート(中学生・高校生用)』の 
内容と構成                            ・・・・・171 
（２）『しってほしい、あなたのこと 子どもの権利ノート(幼児・小学生用)』の内容
と構成                                                      ・・・・・174 
（３）里親向けガイドブック『子どもの権利ノートガイドブック 子どもと里親養育
の未来のために』の内容と構成                                ・・・・・176 
 
終 章  子どもへの体罰・暴力禁止と子どもの権利ノートの理論構築    ・・・・・181 
 
第１節 子どもの権利ノートを活用して、里親家庭で生活する子どもの安全な養育への権
利を実現していくために                      ・・・・・181 









に                               ・・・・・185 
４）安全な養育への権利と代替的家庭養育の多角的ネットワーク      ・・・・・186 
 
第２節 里親家庭の子どものための子どもの権利ノートから、すべての子どものための 
子どもの権利ノートへ                        ・・・・・187 
１．子どもが子どもの権利を知り行使する権利                        ・・・・・187 
２．家庭、学校における子どもの権利ノート配布の可能性              ・・・・・188 
３．安全で自由な、創造的で多様な養育実践の開花——安全な養育への権利を基盤として 
・・・・・188 
４．残されたいくつかの課題                    ・・・・・189 
                                                     
 
参考・引用文献                              ・・・・・191 
 
巻末資料１「里親の子どもの権利条約認知状況に関するアンケート」質問紙 ・・・・・202 
巻末資料２「里親の子どもの権利に関する意識と行動一覧表 ①、②」   ・・・・・206 
巻末資料３「若者を対象とした子ども期の家庭の体罰等に関する実態・意識調査 インターネ














序 章 子どもへの体罰・暴力禁止と安全な養育への権利に関する研究の方向性 
 

















た件数は、約 15万 9 千件と過去最多となった [厚生労働省、2019a]。その中で、養育者から
しつけと称した暴力をうけて 2018（平成 30）年には目黒区で 5 歳女児虐待死事件が、2019


































（２）子どもへの暴力全面禁止への国際的取組み（詳しくは第Ⅱ部第 3 章第 2節） 
子どもへの暴力は重大な権利侵害であるため国際的にも問題となっている。国連子どもの




































































































の統計をとっている CDC(Centers for Disease Control and Prevention)の定義によると、
child maltreatmentとは、18 歳未満の子どもに対する、すべての虐待とネグレクトを含む
とされ、よくある形として、身体的虐待（physical abuse）、性的虐待（sexual abuse）、心


































































































（３）里親の「子どもの権利」に関する意識についての質問紙調査（第Ⅰ部第２章第２節）   
2015（平成 27）年に 68 名の里親に質問紙調査を実施した。また、2017（平成 29）年から













































































（１）「子どもの権利条約」は 1989（平成元）年国際連合第 44 回総会で採択され、日本も 1994




















入れて、2002（平成 14）年 4 月子どもの権利条約総合研究所が創設された。現在、研究所は、
日本国内では NPO 法人に、国際的には国連 NGO に認定されている。教育学、法学、福祉学、
建築学、医学、心理学などの領域での子どもの権利研究の成果を共有するため、研究所が編








どいずれにおいても正当に尊重されると説明している。                                































































































































も偏りがないように 2,035 人を抽出した。 
 
３）調査期間   







第２節 調査結果の特徴                    
 
１. 若者を対象とした家庭における体罰等の意識を軸とした調査結果にみられる特徴 
１）回答者の属性   
性別、年齢、居住地域に偏りがないように抽出した 18 歳から 25 歳の若者 3,172 人を抽出
した。 
 
（１）回答者の性別 （表 1） 
男女がほぼ半数ずつであった。 
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（２） 回答者の年齢構成（表 2） 
年齢は 18歳から 25歳で、平均年齢は 22.1歳であった。 
 





所属は学生 50.1%、学生ではないものが 49.9％であった。  
 













大学院生 大学生 短大生 専門学校生 その他の学校 学生ではない 全体
人数（人） 129 1,151 34 110 165 1,583 3,172






里親家庭 児童養護施設 その他 全体
人数（人） 3,004 78 25 9 8 48 3,172
割　合 94.7% 2.5% 0.8% 0.3% 0.3% 1.5% 100%
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表 6 子ども期の貧困感 
Q.子ども時代（0 歳から 18 歳）の暮らしぶりをどのように感じていましたか 
   
 
（２）回答者の子ども期における家庭での安全感について 




表 7 子ども期の家庭での安全感 




北海道・東北 関東 中部 近畿 中国・四国 九州・沖縄 全体
人数（人） 310 1,113 531 626 258 334 3,172









人数（人） 287 1,934 866 85 3,172
割合 9.0% 61.0% 27.3% 2.7% 100.0%
とても感じる やや感じる あまり感じない 全く感じない 全体
人数（人） 1,871 994 227 80 3,172
割合 59.0% 31.3% 7.2% 2.5% 100.0%
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表 8 子ども期の家庭での愛情感 










表 9 子ども期の体罰等をうけた頻度 











とても感じる やや感じる あまり感じない 全く感じない 全体
人数（人） 1,754 1,046 292 80 3,172










人数（人） 72 487 799 1,814 3,172
割合 2.3% 15.4% 25.2% 57.2% 100.0%
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人数（人） 28 446 995 1,703 3,172





































































全体 3,172 28 446 995 1,703
100.0% 0.9% 14.1% 31.4% 53.7%
日常的にうけていた 72 13 11 18 30
100.0% 18.1% 15.3% 25.0% 41.7%
時々うけていた 487 6 148 178 155
100.0% 1.2% 30.4% 36.6% 31.8%
1、2回うけことがある 799 5 139 340 315
100.0% 0.6% 17.4% 42.6% 39.4%
一度もうけたことがない 1814 4 148 459 1,203
100.0% 0.2% 8.2% 25.3% 66.3%
　　　　　上段は人数（人）、下段は割合（％）
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全体 3,172 1,754 1,046 292 80
100.0% 55.3% 33.0% 9.2% 2.5%
日常的にうけていた 72 16 23 13 20
100.0% 22.2% 31.9% 18.1% 27.8%
時々うけていた 487 159 217 95 16
100.0% 32.6% 44.6% 19.5% 3.3%
1、2回うけことがある 799 371 335 83 10
100.0% 46.4% 41.9% 10.4% 1.3%
一度もうけたことがない 1,814 1,208 471 101 34































全体 3,172 1,871 994 227 80
100.0% 59.0% 31.3% 7.2% 2.5%
日常的にうけていた 72 21 9 23 19
100.0% 29.2% 12.5% 31.9% 26.4%
時々うけていた 487 177 204 84 22
100.0% 36.3% 41.9% 17.2% 4.5%
1、2回うけことがある 799 426 313 56 4
100.0% 53.3% 39.2% 7.0% 0.5%
一度もうけたことがない 1,814 1,247 468 64 35















男性が 48.2％、女性が 51.6％であり、ほぼ半数ずつになるように抽出した。 
 





学生が 50.1％、学生ではないものが 49.9％であり、ほぼ半数ずつになるように抽出した。 
 
















人数（人） 55 359 605 1,016 2,035
割合 2.7% 17.7% 29.7% 49.9% 100%
男性 女性 その他 全体
人数（人） 991 1,041 3 2,035
割合 48.2% 51.6% 0.2% 100%
大学院生 大学生 短大生 専門学校生 その他の学校 学生ではない 全体
人数（人） 90 760 19 62 109 995 2,035









回答者の年齢構成は 18歳から 25歳までであり、平均年齢は 22.１歳であった。 
 



























人数（人） 21 317 680 1,017 2,035
割合 1.0% 15.6% 33.4% 50.0% 100%
18歳 19歳 20歳 21歳 22歳 23歳 24歳 25歳 全体
人数（人） 165 294 125 184 258 281 344 384 2,035
割合 8.1% 14.4% 6.1% 9.0% 12.7% 13.8% 16.9% 18.9% 100%
北海道・東北 関東 中部 近畿 中国・四国 九州・沖縄 全体
人数（人） 189 706 335 414 181 210 2,035































71 470 696 798 2,035
3.5% 23.1% 34.2% 39.2% 100%
92 537 627 779 2,035
4.5% 26.4% 30.8% 38.3% 100%
35 206 380 1,414 2,035
1.7% 10.1% 18.7% 69.5% 100%
169 622 431 813 2,035
8.3% 30.6% 21.2% 40.0% 100%
98 272 306 1,359 2,035
4.8% 13.4% 15.0% 66.8% 100%
37 81 116 1,801 2,035
1.8% 4.0% 5.7% 88.5% 100%
19 30 57 1,929 2,035




































表 24 子ども期に体罰等をうけた際の感情 
Q．あなたは子ども時代、養育者からの行為（体罰等の形態）をどのように感じましたか 
 






























401 346 20 9 24 2 836 155 351 62 259 9 1,237
32.4% 86.3% 5.0% 2.2% 6.0% 0.5% 67.6% 18.5% 42.0% 7.4% 31.0% 1.1% 100.0%
553 442 59 16 29 7 703 136 213 63 282 9 1,256
44.0% 79.9% 10.7% 2.9% 5.2% 1.3% 56.0% 19.3% 30.3% 9.0% 40.1% 1.3% 100.0%
204 174 11 5 24 2 417 104 176 40 93 4 621
32.9% 85.3% 5.4% 2.5% 11.8% 1.0% 67.1% 24.9% 42.2% 9.6% 22.3% 1.0% 100.0%
373 326 17 12 18      - 849 179 323 73 264 10 1,222
30.5% 87.4% 4.6% 3.2% 4.8%      - 69.5% 21.1% 38.0% 8.6% 31.1% 1.2% 100.0%
122 86 14 11 11      - 554 139 88 89 225 13 676
18.0% 70.5% 11.5% 9.0% 9.0%      - 82.0% 25.1% 15.9% 16.1% 40.6% 2.3% 100.0%
76 46 8 13 8 1 158 57 27 31 41 2 234
32.5% 60.5% 10.5% 17.1% 10.5% 1.3% 67.5% 36.1% 17.1% 19.6% 25.9% 1.3% 100.0%
38 13 8 14 3      - 68 14 21 17 14 2 106


















































































865 576 383 211 2,035
42.5% 28.3% 18.8% 10.4% 100%
447 562 769 257 2,035
22.0% 27.6% 37.8% 12.6% 100%
422 597 774 242 2,035
20.7% 29.3% 38.0% 11.9% 100%
1,172 438 168 257 2,035
57.6% 21.5% 8.3% 12.6% 100%
1,309 313 140 273 2,035







































































全　　体 2,035 22 245 695 1,073
 100.0% 1.1% 12.0% 34.2% 52.7%
肯定的な感情をもった 401 7 102 174 118
 100.0% 1.7% 25.4% 43.4% 29.4%
否定的な感情をもった 836 10 98 316 412
 100.0% 1.2% 11.7% 37.8% 49.3%
肯定的な感情をもった 553 9 118 220 206
 100.0% 1.6% 21.3% 39.8% 37.3%
否定的な感情をもった 703 8 80 257 358
 100.0% 1.1% 11.4% 36.6% 50.9%
肯定的な感情をもった 204 7 60 84 53
 100.0% 3.4% 29.4% 41.2% 26.0%
否定的な感情をもった 417 9 62 138 208
 100.0% 2.2% 14.9% 33.1% 49.9%
肯定的な感情をもった 373 14 92 153 114
 100.0% 3.8% 24.7% 41.0% 30.6%
否定的な感情をもった 849 4 95 311 439
 100.0% 0.5% 11.2% 36.6% 51.7%
肯定的な感情をもった 122 12 37 45 28
 100.0% 9.8% 30.3% 36.9% 23.0%
否定的な感情をもった 554 3 59 211 281
 100.0% 0.5% 10.6% 38.1% 50.7%
肯定的な感情をもった 76 10 32 21 13
 100.0% 13.2% 42.1% 27.6% 17.1%
否定的な感情をもった 158 5 25 54 74
 100.0% 3.2% 15.8% 34.2% 46.8%
肯定的な感情をもった 38 8 19 9 2
 100.0% 21.1% 50.0% 23.7% 5.3%
否定的な感情をもった 68 5 16 24 23













































人数（人） 22 245 695 1,073 2,035

















































　全　体 2,035 22 245 695 1,073
 100.0% 1.1% 12.0% 34.2% 52.7%
男性 991 18 154 339 480
 100.0% 1.8% 15.5% 34.2% 48.4%
女性 1,041 4 90 355 592
 100.0% 0.4% 8.6% 34.1% 56.9%
その他 3      - 1 1 1







































195 83 80 41 21 1 3 1,223 1,566
12.5% 5.3% 5.1% 2.6% 1.3% 0.1% 0.2% 78.1% 100.0%
97 46 58 24 15 2 4 476 676
14.3% 6.8% 8.6% 3.6% 2.2% 0.3% 0.6% 70.4% 100%
156 71 81 43 23 6 3 917 1,222
12.8% 5.8% 6.6% 3.5% 1.9% 0.5% 0.2% 75.0% 100%
36 27 20 10 8 1 1 145 234
15.4% 11.5% 8.5% 4.3% 3.4% 0.4% 0.4% 62.0% 100%
23 21 10 8 5 1      - 44 106



















































































全体 2,035 1,150 673 151 61
 100.0% 56.5% 33.1% 7.4% 3.0%
相談した 343 169 120 38 16
 100.0% 49.3% 35.0% 11.1% 4.7%
誰にも相談しなかった 1,223 686 411 94 32
 100.0% 56.1% 33.6% 7.7% 2.6%
相談した 200 79 83 24 14
 100.0% 39.5% 41.5% 12.0% 7.0%
誰にも相談しなかった 476 188 192 69 27
 100.0% 39.5% 40.3% 14.5% 5.7%
相談した 305 137 113 38 17
 100.0% 44.9% 37.0% 12.5% 5.6%
誰にも相談しなかった 917 476 334 80 27
 100.0% 51.9% 36.4% 8.7% 2.9%
相談した 89 37 30 14 8
 100.0% 41.6% 33.7% 15.7% 9.0%
誰にも相談しなかった 145 43 53 33 16
 100.0% 29.7% 36.6% 22.8% 11.0%
相談した 62 27 22 9 4
 100.0% 43.5% 35.5% 14.5% 6.5%
誰にも相談しなかった 44 11 15 11 7













































































げんこつ、殴られる、　蹴られる 60.8% 32.4% 67.6%
小突かれる、頭・おしりを軽く叩かれる 62.7% 44.0% 56.0%
長時間正座させられる、　部屋に閉じ込められる 30.5% 32.9% 67.1%
怒鳴られる、脅される、暴言をうける 60.0% 30.5% 69.5%
相手にされない、にらまれる、馬鹿にされる 33.2% 18.0% 82.0%
何日も連続して身の回りのことをしてもらえない 11.5% 32.5% 67.5%






























































































































際教員指導環境調査」（TALIS：Teaching  and Learning  International Survey）の結果に
よれば、中学校教員の一週間当たりの労働時間は、参加 48か国平均では 38.3時間であるが、























































































































































１）調査協力者の属性（表 32）  








ュー時間の平均は 62 分であった。 
        
         表 32 調査協力者の属性  








































































































































































































              
４．考 察 


















（平成 21）年度から 2016（平成 28）年度まで追跡すると、里親による心理的虐待事案とし
て措置変更をつきつけるような暴言が報告されたのは 8 年間で１件のみであった。また、後












表 35 里親の不適切な養育行動とそれをうけた際の里子の感情  
 
※1 「子どもが語る施設の暮らし」編集委員会（2003）、※2 「施設で育った子どもたちの語り」編集委員










































































































































成 27）年と②2017（平成 29）年から 2018（平成 30）年にかけての 2回、子どもの権利に関
する里親の意識調査を実施した。①2015（平成 27）年の初回調査では質問紙を作成し 68名

































２． 調査 A：2015（平成 27）年に実施した里親の子どもの権利に関する意識調査 
１）調査のねらいと手法 
（１）質問紙の構成 


















4地域（神奈川県 A市、東京都 B区、埼玉県 C 市、山口県 D地域）の会員への依頼、③知人
から紹介された里親・ファミリーホーム養育者への依頼を通して募集した。質問紙調査は 2015
（平成 27）年 5月 1日から 12月 1日の期間に実施した。 
募集の際、調査への協力依頼文と質問紙調査票を提示し、調査協力の承諾を得た 151名（①
57名、②73名、③21名）に質問紙と返信用封筒を送付し、質問紙の返信者 71名のほか、イ
ンターネットでの回答者 2名の計 73名から回答を得た（回収率 48.3％）。里子が未委託の者
を分析から除外したため有効回答数は 68であった。 






理委員会の承諾を得て実施された（申請番号 2015−006）。  
 
（４）調査協力者の属性 
調査協力者の性別は、男性 42.6%（29名）、女性 57.3%（39名）であった。 









であり、約 4 割の里親が、日本が子どもの権利条約の批准国であることを知らなかった。 






























          
（３）里親の養育における子どもの権利の意識 
「やや意識している」が 41%と最も多く、次に「かなり意識している」と「あまり意識し




























































表 38 条約の認知と養育における子どもの権利の意識 







条約の内容を認知している 58％（38） 29％（19） 87％（57）
条約の内容を認知していない 6%（4） 6%（4） 12%（8）
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④ 里親が子どもの権利条約について学ぶことをどう考えるか  
 
（２）調査方法  











調査に協力した里親は３会場で 67 名であり、これら 67 名の里親から回答を得た。これら















































表 40 里親の子どもの権利条約の認知度に関する調査結果  
 
(2017-2018 年 n=67) 
 
 















回答者の属性 A地区 B地区 C地区 全体
養育里親 15 60.0% 13 61.9% 14 66.7% 42 62.7%
養子縁組里親 7 28.0% 5 23.8% 6 28.6% 18 26.9%
専門里親 3 12.0% 3 14.3% 1 4.8% 7 10.4%
親族里親 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
あなたは子どもの権利条約を知っていましたか A地区 B地区 C地区 全体
全く知らなかった 5 20.0% 1 4.8% 4 19.0% 10 14.9%
名前のみ知っていた 8 32.0% 9 42.9% 9 42.9% 26 38.8%
条約の内容の一部を知っていた 10 40.0% 11 52.4% 8 38.1% 29 43.3%
条約の内容を詳しく知っていた 2 8.0% 0 0.0% 0 0.0% 2 3.0%
あなたは子どもの権利条約を学習した経験はありますか A地区 B地区 C地区 全体
学習経験なし 13 52.0% 15 71.4% 17 81.0% 45 67.2%
学習経験あり 12 48.0% 6 28.6% 4 19.0% 22 32.8%
里親が子どもの権利条約を学ぶことをどう思いますか A地区 B地区 C地区 全体
とても必要だと思う 23 92.0% 18 85.7% 15 71.4% 56 83.6%
必要だと思う 2 8.0% 3 14.3% 6 28.6% 11 16.4%
あまり必要と思わない 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

















調査協力者の性別は、男性 38%（8名）、女性 62%（13名）であり、里親が 90%（19名）、フ
ァミリーホームの養育者が 10%（2名）であった。そのうち 14名が夫婦（７組）であった。 
平均年齢は 58.7歳（±7.8歳）、養育者経験年数は平均 12.9年（±7.4年）、養育した子ど






















   
































































































 このように焦点化した 2 つの権利について、里親が意識しているにもかかわらず侵害して
しまう構造的要因を明らかにするために、協力者の語りを提示して分析し考察する。 
 （以下で語りを提示する際には、「 」は筆者による質問、(略)は同一発話者内の省略部分、 
[ ]内は筆者による補足箇所を示す。）  
 
（１）虐待・放任からの保護に関する里親の意識と行動 



































































































































































































































































































































































J さん:  プライバシーは夫婦の中でもあるし、子どもにもあると思うんですよ。でも中学生
くらいだったら、直接言わなくても陰で見てるって。 















































































































































































































































































の法的な全面禁止前の 1960年代に比べて法的禁止後の 2010（平成 22）年には、体罰への肯
定的な意識が 5分の 1 に、体罰の実際の使用は 9分の 1に大きく減少した。1960 年代には、
体罰は不適切であるという意識を持っていながら体罰を行使していた人々が、古い行動規準
を壊すような新しい見識や経験を得て、新しい育児法を学んだ結果、体罰をうける子どもが






































































































































































































談の内容別件数は、2018（平成 30）年度では心理的虐待が約 55%、身体的虐待が約 25％、ネ




最も多く、虐待の被害にあう子どもの年齢は、0 歳から 6 歳（小学校入学前）が 45.7％であ
















  学校教育法 第 11 条 
   「 校長および教員は教育上必要があると認めるときは、文部科学大臣の定めるところに
より、児童、生徒および学生に懲戒を加えることができる。ただし体罰を加えることはでき
ない。」 















がある。また教育政策レベルでは、2006（平成 18）年 11 月に教育再生会議がいじめ問題へ
の緊急提言を出していじめ加害者への毅然とした対応を求め、それをうけた文部科学省が











たらない「有形力」を認めた 2007（平成 19）年 2 月 5 日通知を取り下げ、生徒に対する懲











回答者の約 6割が容認しているのである。また、筆者らが 2019（平成 31）年に実施した、18
歳から 25歳の若者約 3千人を対象とした、家庭における体罰等に関する実態・意識調査でも、
回答者の約 46％が、子育てにおいて体罰等の行使を容認しているという結果が得られた。ま
























究が開始される前年には世界保健機関（WHO）が World Report on Violence and Health（2002）
を発表している。 
国連暴力研究の結果報告は国連総会（2006（平成 18）年 11月）で決議採択され、World Report 






国は、1979（昭和 54）年にスウェーデンが最初の国となったが 1980年代は 3か国/10年、子
どもの権利条約が採択された直後の 1990年代でもわずか 4か国/10年であった。その後体罰
全面禁止国は、2000年代に入り 20か国/10年（2006（平成 18）年以降 12か国）、2010年代
















“Statement by international health organization and elimination of all corporal 



















表 45 子どもへの暴力の国際的動向（1979–2009） 
 




























































































“Statement by international health
organizations in support of prohibition and











for Ending Violence Against Children（7月）
発表
「子どもに対する暴力撲滅グローバル・パート


































































（平成 9）年）、ベネズエラ（2007（平成 19）年）、ケニア（2010（平成 22）年）、ボリビア
（2014（平成 26）年）、サンマリノ（2014（平成 26）年）、ペルー（2015（平成 27）年）、パ
ラグアイ（2016（平成 28）年）で、地域も年代も広汎にわたっている。 
これらのうち北欧三国をとりあげると、以下のように法律の条文で子どもへの暴力・体罰を





















































3 ノルウェー 親子法 1987 1991 虐待・暴力からの保護





6 デンマーク 親の監護権（民法） 1997 1991 安全な養育への権利の実現
7 クロアチア 家族法 1998 1992 虐待・暴力からの保護





10 ブルガリア 子ども保護法 2000 1991 虐待・暴力からの保護
11 イスラエル 不法行為法（刑法） 2000 1991 虐待・暴力からの保護
12 トルクメニスタン 子どもの権利保障法,　家族法 2002 1993 虐待・暴力からの保護
13 アイスランド 子ども法 2003 1992 虐待・暴力からの保護
14 ルーマニア 子どもの権利保護促進法 2004 1990
子どもの人格が尊重される権利
の実現
15 ウクライナ 家族法 2004 1991 虐待・暴力からの保護
16 ハンガリー 子どもの保護および後見運営法 2004 1991 虐待・暴力からの保護
17 ギリシア 家族間暴力禁止法 2006 1993 虐待・暴力からの保護
18 オランダ 民法 2007 1995 適切な養育をする親の権利と義務
19 ニュージーランド 刑法 2007 1993 虐待・暴力からの保護















































21 ウルグアイ 民法 2007 1990 虐待・暴力からの保護
22 ベネズエラ 子ども・青少年保護法 2007 1990 適切に養育される権利の実現
23 スペイン 民法 2007 1990 適切な養育をする親の権利と義務
24 トーゴ 子ども法 2007 1990 虐待・暴力からの保護
25 コスタリカ 家族法 2008 1991 適切な養育をする親の権利と義務
26 モルドバ 家族法 2008 1993 虐待・暴力からの保護




子ども若者法 2008 1995 虐待・暴力からの保護
29 ポーランド 家族法96条 2010 1991 虐待・暴力からの保護
30 チュニジア 刑法 2010 1992 虐待・暴力からの保護
31 ケニア 憲法 2010 1990 安全に対する権利の実現
32 コンゴ　 子ども保護法 2010 1993 虐待・暴力からの保護
33 アルバニア 子どもの権利保護法 2010 1992 虐待・暴力からの保護
34 南スーダン 暫定憲法 2011 2015 虐待・暴力からの保護
35 マケドニア 子ども保護法 2013 1993 虐待・暴力からの保護
36 ホンジュラス 民法、家族法 2013 1990 適切な養育をする親の権利と義務
37 カボベルデ 子ども・青少年法 2013 1992 適切な養育をする親の権利と義務
38 マルタ 改正刑法 2014 1990 虐待・暴力からの保護
39 ブラジル 子ども・青少年法 2014 1990 虐待・暴力からの保護









































































（Children are entitled to care, security and a good upbringing．Children are to 
be treated with respect for their person and individuality and may not be subjected 



























































































































  子どもへの暴力防止に主に言及しているのは、同条約 19 条にかかわる、一般的意見 8 号








































2007（平成 19）年の児童虐待防止法・児童福祉法の改正（2008（平成 20）年 4月施行）で
は、児童の安全確認のための立ち入り調査の強化、保護者に対する面会・通信等の制限の強
化、保護者が指導に従わない場合の措置の明確化などが規定された。 





















その後、2018（平成 30）年 3 月目黒区で発生した 5 歳児女児虐待死事件、2019（平成 31）
年 1 月千葉県野田市女児虐待死事件以降、子どもへの虐待・体罰禁止法制をめぐる動きが急
展開した。2018（平成 30）年以降の一連の動向を時系列で整理すると表 48のようになる。 
2018（平成 30）年、2019（平成 31）年に発生した児童虐待死事件が契機となり、また近年
の児童虐待相談件数の急増をふまえて、2019（平成 31）年 3月 19日児童虐待防止対策の抜
本的強化について関係閣僚会議決定がなされ、児童虐待を防止するための児童福祉法等の改






が急速に加速したのは、2018（平成 30）年および 2019（平成 31）年に発生した２つの児童
虐待死事件が契機となったことがわかる。 
 

























     23日 与党と野党が修正協議で合意。翌24日に修正案を共同提出。
6月 5日 札幌市の池田詩織ちゃん（2才）が衰弱死。
翌6日までに母親と交際相手の男逮捕。
    14日
　  19日



























（令和元）年 6 月 26 日公布の法律第 46 号「児童虐待防止対策の強化を図るための児童福祉
法等の一部を改正する法律」の第 1 条（児童福祉法の一部改正）では、「前略、第 33 条の２
第２項（児童相談所所長の親権代行）に次のただし書きを加える。ただし体罰を加えること




（明治 29 年法律第 89 号）第 820 条の規定による監護及び教育に必要な範囲を超える行為に
より、当該児童を懲戒してはならず、当該児童の親権の適切な行使に配慮しなければならな
い」に改められた[官報号外第 48 号、2019]。つまり、児童虐待防止法の第 14 条で親による




















































































年厚生労働省令第 116 号）の第 6 条は、「里親は、委託児童に対し、児童虐待の防止等に関
する法律（2000（平成 12）年法律第 82 号）第２条に規定する児童虐待その他当該委託児童
の心身に有害な影響を与える行為をしてはならない」と虐待等の禁止を規定し、第 6 条の 2





   民法 第 820 条 （監護および教育の権利義務） 
  「親権を行う者は、子の利益のために監護及び教育をする権利を有し、義務を負う」 
   民法 第 822 条 （懲戒） 
  「親権を行う者は、第 820 条の規定による監護および教育に必要な範囲内でその子を懲戒
することができる」 
また、児童福祉法でも以下のように規定されている。 












学校の体罰禁止法制の経緯をみると、1879（明治 12）年教育令 46 条で「凡学校ニ於テハ
生徒ニ体罰ヲ加フ可ラス」と体罰禁止が規定され、1900（明治 33）年小学校令（改正）47
条では「（前略）教員ハ、教育上必要ト認メタルトキハ児童ニ懲戒ヲ加フルヲ得但シ体罰ヲ加
フルヲ得ズ」と規定されている。その後、1941（昭和 16）年の国民学校令 20 条「国民学校
職員ハ教育上必要アリト認ムルトキハ児童ニ懲戒ヲ加フルヲ得但シ体罰ヲ加フルコトヲ得ズ」

















































































































































































































































（３） 甲斐田（2019）によると、INSPIRE は SDGs のターゲット 16.1、16.2、5.2 および WHO の
第 13 次 GPW（General Programme of work 2019-2023）のターゲット 14「前年度１年間に暴
力をうけた子どもの数を 20％減らす」という目標を各国が達成するのを促進するとされてい
る。 





（５） 筆者が 2017（平成 29）年 9 月にスウェーデンに訪問調査した際には、ファストフードチ
ェーン会社との体罰防止キャンペーンなどの事例、幼稚園での人形劇の事例を現地の児童福
祉関係者に紹介された。 







  また、法務省法制審議会児童虐待防止関連親権制度部会第 10 回会議(2000（平成 12）年
























































































ファミリーホームは、児童福祉法第 6条に基づいて 2009（平成 21）年に制度化された。要
保護児童の養育に関し相当の経験を有するものの住居において養育を行うものであり、養育















 乳児院は、児童福祉法第 37条（1947（昭和 22）年法律 164号）で規定されているもので、
保護者の養育をうけられない乳幼児を養育する施設である。乳幼児は基本的な養育機能に加
え、被虐待児・病児・障害児などに対応できる専門的養育機能を持っている。 



















 母子生活支援施設は、児童福祉法 38 条（1947（昭和 22）年法律 164 号）で規定されてい
るもので、1997（平成 9）年に母子寮から名称変更されている。生活に困窮する母子に住む
場所を提供し、退所後の自立の促進と、そのための支援を行う施設である。 



















 2018（平成 30）年 3月末時点で、社会的養護の対象児童は約 4万 5千人であり、そのうち





（平成 19）年度末から 2017（平成 29）年度末の 10年間の変化を見ると家庭養護に委託され
 136 




小の秋田県では 9.6％と大きな格差が見られる。       
         
 






























表 51 社会的養護で育つ児童の障害の状況 
  厚生労働省（2015e）「児童養護施設入所児童等調査結果」より引用 
 138 
２．子どもの権利としての代替的家庭養育 

















































        表 52 各国の要保護児童に占める里親委託児童の割合 
 
                    厚生労働省子ども家庭局（2019）「社会的養育の推進に向けて」より引用   
 
 




























































































































































表 53 代替的養育における安全な養育のための取組み 















里親・子 権利学習  里親家庭版子どもの権利ノートなど 







２） 代替的養育家庭の養育者を対象とした安全な養育の実践     
（１）子どもの権利を基盤とした養育法の開拓  

























































































（１） CAP の活動  




















































































































































































































































































































間に新たに 18自治体が作成したことがわかる。    
    
２．年齢や発達段階に応じた里親家庭で生活する子ども向けの子どもの権利ノートの作成 











































































































































島根県子どもの権利ノート 中学生・高校生用 ［島根県、2015b:3］ 
 
 「たいせつなクマさんは ちゃんと持っていけるよ。もっていきたいものがあったら  





























































































































































ておきたいことは守ってくれます。」       
















































































































悩み、虐待等を受けた際の相談先・相談方法の紹介 12 2 19
暴力の禁止、暴力からの保護の説明 11 2 15
里親制度についての説明　　 11 1 13
里親家庭のルールの説明　 10 2 13
家族に会いたい、連絡したい、様子を知りたい時の方法の説明 10 2 13
進路・将来について自分で決定できる説明 9 1 10
安全・安心な生活が保障される説明 9 ― 9
里親家庭で生活する期間について 9 2 11
権利ノートの目的について 9 1 13
子どもの秘密、プライバシーが守られる権利 9 2 12
子どもの日常使用する名前、里親の呼称について 7 2 10


























































































  未来をつくるあなたに  
  １ 一人しかいない大切なあなた 
  ２ 里親さんの家で生活する理由 
  ３ 里親さんの家にいる期間 
  ４ 里親さんの呼び方、苗字のこと 
  ５ 一緒に生活すること 
  ６ 将来のこと 
  ７ あなたと同じように里親さんの家で生活している子ども 
  ８ 安心の場 
  ９ あなたの権利 
  10 相談できるところ 






















































































（２）『しってほしい、あなたのこと  子どもの権利ノート (幼児・小学生用)』の内容と
構成 












 ・あなたを産んだ お母さん、お父さんのことが気になるときがあるよね？ 
 ・みんな あなたの大切な 生きるちからだよ  
 ・相談できるところ  
 
   
②内容と特徴 
『しってほしい、あなたのこと 子どもの権利ノート（幼児・小学生用）』［朝日新聞厚生


















































































  この冊子をつくった目的 
  「子どもの権利ノートについて」  
  「権利とはどういうことか」  
  これからの里親とは 
    法律の視点から考える子どもの権利 
  日常の生活から考える子どもの権利 
   ①子どもと里親の絆 
   ②里親がもつ親権代行とは 
   ③子どもの姓と里親の姓、どちらを使うか 
   ④子どもが生い立ちを知りたがっている 
   ⑤子どもが養子縁組をしてほしいと話をしてきた 
   ⑥子どもが里親家庭を出たいと言っている 
⑦児童相談所との連携 
   ⑧困った時にどうすれば良いか 
⑨家庭復帰した子どもとのかかわり方     
   ⑩18 歳を超えた子どもとのかかわり方 
   ⑪里親家庭で育つ当事者団体とは 
   ⑫守秘義務について 
   子どものための里親養育  



















































































































やすい社会をつくる」というミッションを掲げている。2019（令和元）年 8 月時点で全国 40
都道府県に 70 の電話実施団体があり、年間 20 万件以上の相談をうけている。 
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あなたの性別をご記入ください。    女性 ２．男性 
 





 1．男性  ２．女性   
 
質問２ あなたの年齢を教えてください。 
   




    




ことを全てご存知の方は「よく知っている」へ○をご記入ください   
 
１． よく知っている ２.聞いたことがある ３.全く知らない  
 
 質問４–① あなたは子どもの権利条約を 1994 年に日本が批准してい 
    ることを知っていますか。 
 
１． 知っている  ２.知らない   






       ます、これらについてご存知ですか 
 
１．項目の内容を詳しく知っている ２．項目の一部の内容を理解している 


















１．項目の全ての内容を理解している ２．項目の一部の内容を理解している   





１．項目の全ての内容を理解している ２．項目の一部の内容を理解している   
３．「代替的養護の権利」という項目があることを知っている  











     １．里親登録、ファミリーホーム養育者になる以前の教育で学んだ 
     ２．里親登録、ファミリーホーム養育者になるための研修で学んだ 
     ３．里親登録、ファミリーホーム養育者になってから研修等で学んだ 
   ４．その他の機会で学んだ（具体的に                ）  
     ５．学ぶ機会がなかった 
 
   １～４のいずれかに回答された方は，具体的にどのような機会にどのようにして学
びましたか。 
 


























  １．暴力やいじめをうけたりしないこと 
  ２．人種・宗教等の違いで差別されないこと 
  ３．自分のことについて自由に意見を言うこと 
  ４．自分らしさを認められること 
  ５．人にしられたくないことを守ること 
  ６．休んだり、遊んだりすること 
  ７．いろんな情報を知り、伝えること 
  ８．よい家庭環境で育てられること 
  ９．家族一緒に過ごす時間を持つこと 
  10．病気や怪我の治療がうけられること 
  11．水や空気のよい環境で生活すること 
  12．自分の力が発揮できるように学べること 






















































里子であることを周囲に伝える 33% 里子であることを隠す 19%
里子へ代替的養護の権利を伝える 33%




























里親支援が必要性 10% 里子へ子どもの権利を教える 33%
親からの分離禁止と分離の
ための手続き　9条




表現の自由　13条 ー ー 表現の自由 76% ー ー 表現の自由を守る行動 52%
































一人の人格として尊重 24% リストに記載なし ー 権利を基盤とした養育が必要
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アイデンティティの保全　　8条 実名の積極使用 10% 通称名の使用 14%
適切な情報へのアクセス
17条




プライバシーを守る行動 52% プライバシーの侵害　 48%
通称名の使用 14% 実名の積極使用 10%
里子であることを隠す 19% 里子であることを周囲に伝える 33%
被虐待児への治療的ケアの実践 81%













家庭養護制度の啓発・普及 48% 善意、人間愛での家庭養護 14%






ー ー 子どものために他職種と連携する 62%
健康・医療への権利
24条
ー ー 衛生面の配慮と積極的医療受診 29%
教育への権利　28条 教育への権利 19% 教育をうける権利 90% ー ー 教育を受ける機会を確保する 78%
個別性に配慮した養育を行う 52%










遊ぶ権利 5% 休み、遊ぶ権利 81% ー
ー ー
ー ー









































  1. 男性   ２. 女性    3. その他 
 
問２ あなたの年齢を教えてください 
 （    ）歳 
 
問３ あなたは学生ですか   
 １. 大学院生 ２. 大学生 ３. 短大生  ４. 専門学校生 ５. その他の学校  
６. 学生ではない 
 
問４ あなたは、子ども時代（0 歳～18 歳）、主にどのような環境で育ちましたか 
  1. 実親家庭 ２. 親戚・祖父母の家庭 ３. 継父・継母のいる家庭 ４. 里親家庭 
  ５. 児童養護施設 ６. その他  
 
問５ 子ども時代（0 歳から 18 歳）を振りかえって、あなたの感じたままでお答えください。あ
なたは子ども時代の暮らしぶりについてどのように感じていましたか  
  １. とても裕福であった ２. やや裕福であった ３. やや貧しかった 
 ４.とても貧しかった     
 
問６ 子ども時代（0 歳から 18 歳）を振りかえって、あなたの感じたままでお答えください。あ
なたは子ども時代の家庭での暮らしぶりについてどのように感じますか  
６ー１ 家庭で安全に成長できた 
  １. とても感じる ２. やや感じる ３. あまり感じない ４.まったく感じない 
６ー１ 家庭で安全に成長できた 
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  １. とても感じる ２. やや感じる ３. あまり感じない ４.まったく感じない 
問７ あなたは家庭で養育者（注１）から体罰等をうけたことがありますか 
    注１：養育者とは、親、親がわりの大人、同居している大人など 
１. 日常的にうけていた ２. 時々うけていた ３. １、２回うけたことがある 
 ４. 一度もうけたことがない  
 
問８ あなたは一般論として子育てで体罰等を使用することをどう考えますか 
  １. 積極的に使用する ２. 状況により使用する ３. それしか方法がない場合のみ使用する  







１. 日常的にうけていた ２. 時々うけていた ３. １、２回うけたことがある 






１.自分が悪いからしかたない ２. 愛情を感じた ３.信頼感が増した  
 ４. 感謝している ５.その他の肯定的な感情 
【否定的な感情をもった】 






１. 日常的にうけていた ２. 時々うけていた ３. １、２回うけたことがある 





１.自分が悪いからしかたない ２. 愛情を感じた ３.信頼感が増した  
 ４. 感謝している ５.その他の肯定的な感情 
【否定的な感情をもった】 





１. 日常的にうけていた ２. 時々うけていた ３. １、２回うけたことがある 






１.自分が悪いからしかたない ２. 愛情を感じた ３.信頼感が増した  
 ４. 感謝している ５.その他の肯定的な感情 
【否定的な感情をもった】 





１. 日常的にうけていた ２. 時々うけていた ３. １、２回うけたことがある 








１.自分が悪いからしかたない ２. 愛情を感じた ３.信頼感が増した  
 ４. 感謝している ５.その他の肯定的な感情 
【否定的な感情をもった】 





１. 日常的にうけていた ２. 時々うけていた ３. １、２回うけたことがある 






１.自分が悪いからしかたない ２. 愛情を感じた ３.信頼感が増した  
 ４. 感謝している ５.その他の肯定的な感情 
【否定的な感情をもった】 





１. 日常的にうけていた ２. 時々うけていた ３. １、２回うけたことがある 








１.自分が悪いからしかたない ２. 愛情を感じた ３.信頼感が増した  
 ４. 感謝している ５.その他の肯定的な感情 
【否定的な感情をもった】 





１. 日常的にうけていた ２. 時々うけていた ３. １、２回うけたことがある 






１.自分が悪いからしかたない ２. 愛情を感じた ３.信頼感が増した  
 ４. 感謝している ５.その他の肯定的な感情 
【否定的な感情をもった】 






 １. とてもそう思う ２. そう思う ３. そう思わない ４.まったくそう思わない 
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15−２ 軽くおしりを叩く、小突くなどの行為 
１. とてもそう思う ２. そう思う ３. そう思わない ４.まったくそう思わない 
15−３ 怒鳴る、大声で注意する 
 １. とてもそう思う ２. そう思う ３. そう思わない ４.まったくそう思わない 
15−４ 無視する、馬鹿にする 
 １. とてもそう思う ２. そう思う ３. そう思わない ４.まったくそう思わない 
15−５ 身の回りの世話をしない 
 １. とてもそう思う ２. そう思う ３. そう思わない ４.まったくそう思わない 
 
問 16 あなたは養育者から以下の行為をうけた時に誰に相談しましたか（複数回答可） 
※問１、３、５、７、９、１１、１３で体罰等の行為をうけた経験を持つものしか相談先が提示されません。 
1６−１ 身体的暴力 
1．親・他の家族 ２．兄弟姉妹 3．友人 ４.教師 ５.相談機関（児童相談所、チャイル
ドラインなど）６．居場所関係（児童館、プレーパークなど） ７.その他  
８. 誰にも相談しなかった 
1６−２ 心理的暴力（無視する、馬鹿にするなど） 
1．親・他の家族 ２．兄弟姉妹 3．友人 ４.教師 ５.相談機関（児童相談所、チャイル
ドラインなど）６．居場所関係（児童館、プレーパークなど） ７.その他  
８. 誰にも相談しなかった 
1６−３ 暴言・脅し 
1．親・他の家族 ２．兄弟姉妹 3．友人 ４.教師 ５.相談機関（児童相談所、チャイル
ドラインなど）６．居場所関係（児童館、プレーパークなど） ７.その他  
８. 誰にも相談しなかった 
1６−４ ネグレクト（身の回りの世話をされないなど） 
1．親・他の家族 ２．兄弟姉妹 3．友人 ４.教師 ５.相談機関（児童相談所、チャイル
ドラインなど）６．居場所関係（児童館、プレーパークなど） ７.その他  
８. 誰にも相談しなかった 
1６−５ 性的暴力、性的に嫌なこと 
1．親・他の家族 ２．兄弟姉妹 3．友人 ４.教師 ５.相談機関（児童相談所、チャイル







1. 積極的に使用する ２.状況により使用する ３.それしか方法がない場合のみ使用する 
４．使用するべきでない 
 
問 18 子育てで体罰を使用することにご意見ありましたら、ご自由に記入してください 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
